
オリバー＜7959＞、国内投資ファンドのインテグラルと組みMBOで株
式を非公開化

オリバーは22日、MBO（経営陣による買収）で株式を非公開化すると発表した。国内投資ファンド大
手のインテグラル（東京都千代田区）と共同でTOB（株式公開買い付け）を実施し、全株取得を目指す
。買付代金は最大約385億円。オリバーはTOBに賛成意見を表明している。主力事業である業務用家具
・インテリアの市場が縮小に向かう中、短期的な業績変更に動じることなく、事業構造改革を進めるた
めには非公開化により、機動的で柔軟な意思決定を可能にする体制が最善だと判断した。TOBが成立す
れば、東証1部への上場は廃止される見通し。

TOB主体はインテグラルが設立したNEXT‐O（東京都千代田区）。オリバー株式の買付価格は1株につ
き3781円で、TOB公表前日の終値2658円に42.25％のプレミアムを加えた。買付予定数は1020万701
6株。買付予定数の下限は所有割合60.61％にあたる618万6900株。買付期間は6月23日～8月5日。決
済の開始日は8月20日。公開買付代理人はみずほ証券。

オリバーは1967年に、現会長の大川博美氏が富士スチールを設立したのが始まり。オフィスや商業施
設で使われる業務用家具・インテリアの大手メーカーに成長した。1987年にオリバーに社名変更し、8
8年に名証2部に上場。2019年から東証、名証の各1部に上場。

業務用家具・インテリアは建築着工床面積の減退で市場規模が縮小に向かっており、上向きに転じるこ
とは見込みにくい状況にあるという。非公開化で中長期的な視点から経営課題への対処を進める。創業
者の大川会長はファウンダー最高顧問の肩書で経営会議のメンバーに入る予定。


